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（ 1 ）２０２５年（令和 7 年）１２月２６日 ( 金 ) 第６０２号

【
総
務
委
員
会
】

▽
令
和
８
年
度
国
家
予
算
・

税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
開

催
に
つ
い
て

・
１０
月
３０
日（
木
） 
終
了
。

出
席
：
武
田
理
事
長
、
上
村

副
理
事
長
、
林
副
理
事
長
、

福
田
副
理
事
長
、
土
井
福
利

厚
生
部
会
長
、
事
務
局
＊
中

田
、
吉
川
（
由
）。

▽
１１
月
中
央
・
北
ブ
ロ
ッ
ク

拡
大
理
事
会
の
開
催
に
つ
い

て・
１１
月
１４
日
（
金
）
理
事
会 

１８
：
３０
～ 

懇
親
会
１９
：
００

～ 

於
：「
月
亭　

池
袋
店
」。

▽
令
和
８
年
度 

各
種
団
体

か
ら
の
東
京
都
予
算
に
対
す

る
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い

て・
１１
／
２０
（
木
）
１６
：
１５
～

１６
：
３０
。

出
席
予
定
：
武
田
理
事
長
、

上
村
副
理
事
長
、
林
副
理
事

長
、
福
田
副
理
事
長
、
村
瀬

会
計
理
事
、
仲
條
広
報
委
員

長
、
土
井
福
利
厚
生
部
会

長
、
吉
浦
青
年
部
長
、
事
務

局
＊
中
田
、
吉
川
（
由
）。

▽
令
和
８
年
新
春
賀
詞
交
歓

会
の
件

・
令
和
８
年
２
月
７
日（
土
） 

受
付 

１６
：
３０
～ 

交
歓
会 

１７
：
００
～　

於
：
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
。

・
次
第
・
ご
案
内
状
及
び
来

賓
に
つ
い
て
、
例
年
と
開
催

場
所
が
変
更
と
な
る
事
の
確

認
。

▽
世
界
陸
上
財
団
に
つ
い
て

・
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

無
事
に
終
了
。

・
世
界
陸
上
財
団
か
ら
ご
入

金
あ
り
、
回
収
担
当
者
へ
１１

月
１０
日
（
月
）
付
け
振
込
み

完
了
報
告
。

▽
脱
退
の
件

・
大
田
支
部 

株
式
会
社
宮

崎　

１０
月
２８
日
。

・
杉
並
支
部 

有
限
会
社
エ

ン
ダ
ー 

１０
月
３０
日
。

【
財
務
委
員
会
】

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
１６
日
～

３０
日
） 

ハ
イ
オ
ク
１
６

９
・
９５
円 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
１

５
８
・
９５
円 

軽
油
１
２

９
・
８０
円 

灯
油
１
０
４
・

５０
円
※
消
費
税
・
軽
油
税
込

み
（
別
途
利
用
手
数
料
（
消

費
税
別
）
１
ℓ
１
円
が
請
求

さ
れ
ま
す
）。

▽
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中

央
会
「
中
小
企
業
だ
よ
り
」

新
年
号
特
別
号
年
賀
広
告
掲

載
に
つ
い
て

・
１
コ
マ　

７
，
０
０
０
円

（
税
込
み
） 

例
年
通
り
掲

載
。

▽
神
奈
川
県
資
源
回
収
商
業

協
同
組
合　

資
源
ニ
ュ
ー
ス

新
年
号
広
告
掲
載
に
つ
い
て

・
１
枠　

３
，
３
０
０
円
、

　

掲
載
に
つ
い
て
相
談
（
１

枠
）【

広
報
委
員
会
】

・
東
京
資
源
界
報
５
９
９
号

　

１０
月
１０
日
発
送
。

・
第
６
０
０
号 

１１
月
中
旬

発
送
予
定
。

・
第
６
０
１
号 

１１
月
下
旬

発
送
予
定
。

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
：

該
当
案
件
な
し
。

・
Ｈ
Ｐ 

今
回
の
理
事
会
後

か
ら
掲
載
可
能
な
理
事
会
資

料
を
掲
載
し
て
い
く
。

・
広
報
委
員
会　

１１
月
２５
日

（
火
）
１８
：
２０
～　

開
催
予

定
。【

業
務
委
員
会
】

・
業
務
委
員
会 

１０
月
２８
日

（
火
）
終
了
。

▽
古
紙
対
策
部
会

・
新
聞
は
余
剰
感
か
ら
こ
こ

数
か
月
徐
々
に
価
格
を
下
げ

続
け
て
い
る
。
雑
誌
、
段
ボ

ー
ル
は
小
幅
な
値
動
き
が
続

い
て
い
る
。
経
済
状
況
な
ど

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て

お
り
、
先
が
見
通
せ
な
い
が

今
月
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え

市
況
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

・
10
月
発
表
東
資
協
標
準
価

格
（
全
品
：
据
え
置
き
） 

新

聞
：
６
～
１１
円
、
雑
誌
：
２

～
５
円
、
段
ボ
ー
ル
：
５
～

８
円
、
古
布
：
１
～
６
円
、

ア
ル
ミ
缶
バ
ラ
：
１
１
０
～

１
５
０
円
。

▽
古
紙
輸
出
部
会

・
１１
月
は　

＊
雑
誌
・
段
ボ

ー
ル
／
㈱
ト
ー
チ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル　

合
計
５
コ
ン

テ
ナ　

で
実
施

▽
鉄
・
非
鉄
部
会

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
品
薄
・

円
安
で
堅
調
感
持
続
。
年
内

最
高
値
圏
。

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
銅
鉱
山
操
業
停
止
を

き
っ
か
け
に
急
騰
。

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
指

標
高
と
不
足
感
で
反
発
基
調
。

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス
：

輸
出
強
気
配
も
頭
重
い
基
調
。

▽
業
務
委
員
会　

１１
月
２５
日

（
火
）　

１９
：
００
～　

開
催

予
定
。

【
青
年
部
】

▽
活
動
報
告

・
１０
月
２３
日
（
木
） 

１０
月

定
例
部
会　

終
了
。

・
１０
月
２５
日
（
土
） 

関
資

連
青
年
部
大
会 

千
葉
大
会

　

終
了

出
席
：
吉
浦
部
長
、
齋
木
研

修
担
当
幹
事
、
紺
野
顧
問
、

土
井
顧
問
。

・
１０
月
２９
～
３０
日
（
水
・
木
） 

中
央
会
組
合
ま
つ
り　

終
了

　

出
席
：
尾
花
副
部
長
（
１０

／
２９
）

▽
活
動
予
定

・
３０
周
年
記
念
誌
編
集
中 

１１
月
頃
発
行
予
定
。

・
１１
月
２０
日
（
木
）
１８
：
３０

～ 

東
京
協
組
青
年
部
、
三

紙
会 

意
見
交
換
会　

於
：

過
門
香　

上
野
バ
ン
ブ
ー
ガ

ー
デ
ン
店
。

・
１１
月
２６
日
（
水
）
１８
：
３０

～ 

１１
月
度
定
例
部
会
・
研

修
会　

於
：
東
資
協
会
議
室
。

・
１２
月
５
日
（
金
）
１８
：
００

～ 

１２
月
度
忘
年
移
動
部
会

ｉｎ
荒
川　

於
：
山
田
屋
。

・
１２
月
１３
日
（
土
） 

日
資

連
青
年
部
意
見
交
流
会
ｉｎ
東

京　

於
：
月
亭 

池
袋
店
。

▽
日
資
連

・
１１
月
１５
日
（
土
）
第
５
回

理
事
会 

中
止
。

・
令
和
８
年
１
月
１７
日

（
土
）
第
６
回
理
事
会　

於
：
東
資
協
会
議
室
。

・
令
和
８
年
３
月
２１
日

（
土
）
第
７
回
理
事
会　

於
：
東
資
協
会
議
室
。

・
令
和
８
年
６
月
２７
日（
土
） 

第
５４
回
日
資
連
全
国
大
会
福

井
大
会 

於
：
ザ
・
グ
ラ
ン

ユ
ア
ー
ズ　

フ
ク
イ
。

▽
東
リ
協
会

・
１０
月
２８
日
（
火
）
廃
棄
物

審
議
委
員
会
参
加　

東
京
都

の
基
本
計
画
更
新
の
た
め
の

中
間
ま
と
め
終
了

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
１２
／

４
（
木
）
迄
。

・
１１
月
１９
日
（
水
）
第
４
回

理
事
会 

１５
：
００
～
１７
：
００ 

於
：
東
資
協
会
議
室　

出
席

予
定
：
福
田
副
理
事
長

・
１１
月
２５
日
（
火
）
令
和
８

年
度 

各
種
団
体
か
ら
の
東

京
都
予
算
に
対
す
る
知
事
ヒ

ア
リ
ン
グ

・
１２
月
１０
日
（
水
）
第
５
回

理
事
会　

１５
：
００
～
１７
：
００

　

於
：
東
資
協
会
議
室

▽
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中

央
会

・
組
合
ま
つ
り
ｉｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ　

１０
月
２９
～
３０
日
（
水
・

木
）
１０
：
００
～
１９
：
００
（
３０

日
は
１７
：
００
ま
で
）
於
：
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ホ
ー

ル
Ｅ　

開
催
予
定
。

・
令
和
７
年
度
第
２
回
中
小

企
業
向
け
障
害
者
雇
用
セ
ミ

ナ
ー　

精
神
障
害
者
の
職
場

定
着
～
必
要
な
支
援
と
ス
テ

ッ
プ
～ 

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
ビ
ル
ド
神
保

町 

施
設
長 

柴
田
泰
臣
氏 

１１
月
１１
日
（
火
）
１０
：
００
～

１３
：
００ 

於
：
三
鷹
産
業
プ

ラ
ザ
７
階 

７
０
４
会
議
室 

定
員
２０
名 

オ
ン
ラ
イ
ン

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）
期

間（
予
定
）：
１２
月
９
日（
火
）

～
１
月
１６
日
（
金
）。

・
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー 

講

師
：
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

大
西
綾
子
氏 

１１
月
５
日

（
水
）
１４
：
００
～
１６
：
００　

於
：
東
京
都
中
小
企
業
会
館

９
階
。【

そ
の
他
】

▽
公
益
財
団
法
人 

古
紙
再

生
促
進
セ
ン
タ
ー

・
１０
月
１７
日
（
金
）
１３
：
３０

～　

紙
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ミ
ナ

ー　

於
：
星
稜
会
館

動
画
配
信
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
）：
録
画
を
１０
月
２０
日

（
月
）
か
ら
２
週
間　

視
聴

申
込
不
要
。

・
東
京
都
火
災
共
済
協
同
組

合　

代
理
所
研
修
会　

１０
月

２
日
（
木
）
終
了　

出
席
：

事
務
局
（
中
田
）。

・
北
区
エ
コ
ー
広
場
館 

イ

ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
（
指
定

管
理
業
務
：
北
区
リ
サ
イ
ク

ラ
ー
事
業
協
同
組
合
）

●
１０
月
２４
日
（
金
）
１４
：
００

～
１５
：
３０　

食
品
ロ
ス
削
減

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
『
今
日
か

ら
、で
き
る
こ
と
。』 

於
：

北
と
ぴ
あ 

出
席
予
定
：
事

務
局
（
中
田
、吉
川
（
由
））。

●
１０
月
２４
～
２５
日
（
金
～

土
）
～
１０
：
００
～
１６
：
００ 

作
品
展
示
会『
あ
た
ら
し
く
、

う
ま
れ
か
わ
る
』　

於
：
北

と
ぴ
あ 

地
下
１
階
展
示
ホ

ー
ル
。

・
一
般
社
団
法
人 

機
密
情

報
抹
消
事
業
者
協
会 

機
密

抹
消
国
際
セ
ミ
ナ
ー 

２
２

０
名
先
着
順

１１
月
１１
日
（
火
）
１１
：
３０
～

１７
：
２０ 

於
：
品
川
ザ
・
グ

ラ
ン
ド
ホ
ー
ル 

申
込
締

切
：
１１
月
５
日
（
水
）。

・
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工

部 

令
和
７
年
度
団
体
情
報

連
絡
会 

「
イ
ン
フ
レ
時
代

の
価
格
交
渉
術
」
１１
月
１４
日

（
金
）１４
：
００
～
１５
：
００
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
） 

出
席
予
定
：
事

務
局
（
中
田
、吉
川
（
由
））。

【
福
田
副
理
事
長
〆
の
挨
拶
】

こ
れ
か
ら
予
算
要
望
の
時

期
に
な
り
ま
す
の
で
、
き
ち

ん
と
要
望
し
て
予
算
を
勝
ち

取
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
14
日
（
金
）
池
袋
の

「
月
亭　

池
袋
店
」
に
於
い

て
中
央
・
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
拡

大
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理

事
、
組
合
員
、
青
年
部
、
事

務
局
を
合
わ
せ
21
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
拡
大
理
事
会
は

多
摩
拡
大
理
事
会
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年
よ
り
各
ブ
ロ
ッ
ク
持
ち
回

り
で
毎
年
場
所
を
変
え
て
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
中
央
・
北
ブ
ロ

ッ
ク
は
千
代
田
・
中
央
、
港
、

新
宿
、
練
馬
、
北
・
豊
島
、

板
橋
、
文
京
の
7
支
部
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
で
、
皆

が
集
ま
り
や
す
い
池
袋
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

18
時
30
分
よ
り
拡
大
理
事

会
が
開
会
さ
れ
、
理
事
長
よ

り
「
拡
大
理
事
会
は
、
普
段

理
事
会
に
出
席
さ
れ
て
い
な

い
方
に
も
、
い
つ
も
ど
の
よ

う
に
理
事
会
を
行
っ
て
い
る

か
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
す
」
と
い
う
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
の
ち
、
通
常
の
理

事
会
審
議
が
行
わ
れ
、
普
段

は
出
席
で
き
な
い
各
支
部
の

組
合
員
や
青
年
部
に
も
見
て

い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な

理
事
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
の
懇
親
会
は
開
催
ブ
ロ

ッ
ク
北
・
豊
島
支
部
の
吉
田

相
談
役
よ
り
乾
杯
の
挨
拶
を

頂
き
、
名
物
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
を
食
し
な
が
ら
歓
談
し
ま

し
た
。
歓
談
中
に
は
出
席
者

一
人
一
人
か
ら
各
支
部
の
状

況
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
人
材
不
足
や
燃
料

高
な
ど
マ
イ
ナ
ス
な
発
言
も

多
い
中
、
こ
の
業
界
の
明
る

い
未
来
を
語
る
メ
ン
バ
ー
も

い
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
は
吉
浦
相
談
役
の

中
締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。�

（
仲
條
）

【
武
田
理
事
長
挨
拶
】

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
拡

大
理
事
会
に
ご
出
席
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
拡
大
理
事
会
と
い

う
の
は
、
日
頃
、
理
事
会
が

ど
の
よ
う
に
開
催
し
て
い
る

か
組
合
員
の
皆
様
に
見
て
い

た
だ
く
為
の
も
の
で
す
。
今

回
は
３０
分
し
か
時
間
が
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
普
段
は
、
総

務
委
員
会
で
内
容
を
よ
く
話

し
合
い
、
理
事
会
に
あ
げ
て

お
り
ま
す
。
今
日
は
１
日
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
度
理
事
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

中央・北ブロック
拡大理事会開催

八王子のイチョウ並木
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【
武
田
理
事
長
挨
拶
】

涼
し
く
な
り
、
と
て
も
楽

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
巷
で

は
日
本
人
２
名
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
と
い
う
嬉
し
い
お
知

ら
せ
や
自
民
党
と
公
明
党
が

連
立
解
消
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
本
日
も

様
々
な
議
事
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
総
務
委
員
会
】

▽
１１
月
ブ
ロ
ッ
ク
拡
大
理
事

会
の
開
催
に
つ
い
て

・
１０
月
１
日
（
水
）
中
央
・

北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議　

終
了
。

・
１１
月
１４
日
（
金
）
理
事
会

　

１８
：
３０
～　

懇
親
会
１９
：

００
～　

於
：「
月
亭　

池
袋

店
」　

会
費
：
８
，０
０
０
円
。

・
中
央
・
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
練

馬
、
板
橋
、
北
・
豊
島
、
文

京
、
新
宿
、
千
代
田
・
中
央
、

港
）
で
の
開
催
を
検
討
。

▽
令
和
８
年
度 

各
種
団
体

か
ら
の
東
京
都
予
算
に
対
す

る
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い

て・
１１
／
２０
（
木
）
１６
：
１５
～

１６
：
３０　

要
望
書
提
出
締
切

り
：
１０
／
２２
（
水
）。

出
席
予
定
：
武
田
理
事
長
、

上
村
副
理
事
長
、
林
副
理
事

長
、
福
田
副
理
事
長
、
村
瀬

会
計
理
事
、
仲
條
広
報
委
員

長
、土
井
福
利
厚
生
部
会
長
、

吉
浦
青
年
部
長
、事
務
局（
中

田
、
吉
川
（
由
））。

▽
令
和
８
年
度
国
家
予
算
・

税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
開

催
に
つ
い
て

・
日
時
：
１０
月
３０
日
（
木
） 

１５
：
００
以
降
で
希
望　

於
：

自
由
民
主
党
本
部　
　

要
望

書
：
９
月
２２
日
送
付
済
み
。

出
席
予
定
：
武
田
理
事
長
、

上
村
副
理
事
長
、
林
副
理
事

長
、
福
田
副
理
事
長
、
土
井

福
利
厚
生
部
会
長
、
事
務
局

（
中
田
、
吉
川
（
由
））。

▽
東
京
都
製
紙
原
料
協
同
組

合
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

・
９
月
２４
日
（
水
） 
終
了
。

出
席
：
武
田
理
事
長
、
上
村

副
理
事
長
、福
田
副
理
事
長
、

村
瀬
会
計
理
事
、
紺
野
総
務

委
員
長
、平
井
財
務
委
員
長
、

土
井
福
利
厚
生
部
会
長
、
吉

浦
青
年
部
長
、佐
々
木
理
事
、

事
務
局
（
中
田
）。

▽
東
京
２
０
２
５
世
界
陸
上

に
お
け
る
資
源
回
収
委
託
に

つ
い
て

・
資
源
物
回
収
量
、
ご
協
力

組
合
員
報
告

・
回
収
現
場
で
変
更
と
い
う

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
回
収

担
当
者
の
柔
軟
な
対
応
に
よ

り
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
無
事
終

了▽
東
京
２
０
２
５
世
界
陸
上

に
お
け
る
視
察
に
つ
い
て

・
視
察　

９
月
１６
日
（
火
）

終
了　

５
名
参
加
。

【
財
務
委
員
会
】

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
１
日
～

１５
日
） 

ハ
イ
オ
ク
１
８
０
・

４０
円 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
６

９
・
４０
円 

軽
油
１
４
０
・

３４
円 

灯
油
１
０
６
・
７０
円

※
消
費
税
別
・
軽
油
税
込
み
、

（
別
途
利
用
手
数
料
（
消
費

税
別
）
１
ℓ
１
円
が
請
求
さ

れ
ま
す
）。

▽
東
京
資
源
会
館
ビ
ル
修
繕

に
つ
い
て

・
１
社
か
ら
見
積
を
取
っ

た
。
も
う
１
、
２
社
見
積
を

取
る
予
定
。

【
広
報
委
員
会
】

・
広
報
委
員
会 

９
月
休

会
。

・
東
京
資
源
界
報
５
９
９
号

　

１０
月
１０
日
発
送
。

・
第
６
０
０
号 

１０
月
下
旬

発
送
予
定
。

・
第
６
０
１
号 

１１
月
中
旬

発
送
予
定
。

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
：

該
当
案
件
な
し
。

・
Ｈ
Ｐ
の
更
新
予
定
。

・
広
報
委
員
会　

１０
月
２８
日

（
日
）１８
：
００
～　

開
催
予
定
。

【
業
務
委
員
会
】 

・
業
務
委
員
会 
９
月
２５
日

（
木
）
終
了
。

▽
古
紙
対
策
部
会

・
非
発
生
期
な
の
も
あ
り
発

生
が
非
常
に
悪
い
が
、
需
要

も
か
な
り
悪
く
超
低
空
で
バ

ラ
ン
ス
し
て
い
る
。
唯
一
高

値
を
付
け
て
い
た
新
聞
も
世

界
的
に
需
要
が
な
く
輸
出
価

格
が
下
が
っ
て
お
り
、
国
内

価
格
も
じ
わ
じ
わ
と
下
が
っ

て
き
て
い
る
。
だ
が
価
格
を

下
げ
た
問
屋
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

・
９
月
発
表
東
資
協
標
準
価

格
（
全
品
：
据
え
置
き
）
新

聞
：
６
～
１１
円
、
雑
誌
：
２

～
５
円
、
段
ボ
ー
ル
：
５
～

８
円
、
古
布
：
１
～
６
円
、

ア
ル
ミ
缶
バ
ラ
：
１
１
０
～

１
５
０
円
。

▽
古
紙
輸
出
部
会

・
１０
月
古
紙
輸
出
は
雑
誌
／

㈱
ト
ー
チ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル 

段
ボ
ー
ル
／
山
發
日

本
㈱ 

合
計
５
コ
ン
テ
ナ 

で
実
施
。

▽
鉄
・
非
鉄
部
会

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
相
場
膠

着
の
ま
ま
１０
月
入
り

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
米
利
下

げ
観
測
投
資
買
い
な
ど
強
気

材
料
で
高
値
維
持

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
様

子
見
横
ば
い
。
原
料
高
で
弱

材
料
視
。
高
値
警
戒
感

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス
：

中
心
値
は
保
合
っ
た
ま
ま
横

ば
い
の
基
調

▽
業
務
委
員
会　

１０
月
２８
日

（
火
）　

１９
：
００
～　

開
催
予

定
。【

青
年
部
】

▽
活
動
報
告

・
９
月
１７
日
（
水
）
東
京
都

中
小
企
業
団
体
青
年
部
協
議

会
創
立
５０
周
年
記
念
式
典 

出
席
：
吉
浦
青
年
部
長
、
尾

花
副
部
長
、
天
井
広
報
担
当

幹
事
、
土
井
顧
問　

来
賓
出

席
：
武
田
理
事
長
。

・
９
月
２２
日
（
月
） 

日
・

関
資
連
青
年
部
意
見
交
換
会 

終
了
。

・
９
月
２５
日
（
木
） 

９
月

定
例
部
会 
終
了
。

▽
活
動
予
定

・
３０
周
年
記
念
誌 
１０
月
頃

発
行
予
定
。

・
１０
月
２３
日
（
木
）
１９
：
００

～　

１０
月
定
例
部
会　

於
：

東
資
協
会
議
室
・
リ
モ
ー
ト

・
１０
月
２５
日
（
土
）
１８
：
００

～　

関
資
連
青
年
部
大
会　

千
葉
大
会　

於
：
京
成
ホ
テ

ル
ミ
ラ
マ
ー
レ 

　

出
席
予

定
：
吉
浦
部
長
、
齋
木
研
修

担
当
幹
事
、
紺
野
顧
問
、
土

井
顧
問

・
１０
月
２９
～
３０
日
（
水
・
木
） 

中
央
会
組
合
ま
つ
り 

出
席

予
定
：
尾
花
副
部
長
（
１０
／

３０
） 

於
：
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム　

ホ
ー
ル
Ｅ

・
１１
月
２０
日
（
木
）
東
京
協

組
青
年
部
、
三
紙
会　

意
見

交
換
会

▽
日
資
連

・
９
月
２０
日
（
土
）
理
事
会 

終
了
。

・
１１
月
１５
日
（
土
）
第
５
回

理
事
会 

１３
：
００
～ 

於
：

東
資
協
会
議
室
。

・
令
和
８
年
６
月
２７
日（
土
） 

第
５４
回
日
資
連
全
国
大
会
福

井
大
会
。　
　

▽
東
リ
協
会

・
９
月
１７
日
（
水
）
第
３
回

理
事
会 

終
了　

出
席
：
福

田
副
理
事
長
。

・
１１
月
１９
日
（
水
）
第
４
回

理
事
会 

１５
：
００
～
１７
：
００ 

於
：
東
資
協
会
議
室 

開
催

予
定
。

・
１２
月
１０
日
（
水
）
第
５
回

理
事
会 

１５
：
００
～
１７
：
００ 

於
：
東
資
協
会
議
室 

開
催

予
定
。

▽
公
益
財
団
法
人
古
紙
再
生

促
進
セ
ン
タ
ー

・
１０
月
１７
日
（
金
）
１３
：
３０

～　

紙
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ミ
ナ

ー　

於
：
星
稜
会
館

動
画
配
信
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
）：
録
画
を
１０
月
２０
日（
月
）

か
ら
２
週
間　

視
聴
申
込
不

要
。

▽
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中

央
会

・
組
合
ま
つ
り
ｉｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ　

１０
月
２９
～
３０
日
（
水
・

木
）
１０
：
００
～
１９
：
００
（
３０

日
は
１７
：
００
ま
で
）
於
：
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ホ
ー

ル
Ｅ　

開
催
予
定
。

・
令
和
７
年
度
第
２
回
中
小

企
業
向
け
障
害
者
雇
用
セ
ミ

ナ
ー　

精
神
障
害
者
の
職
場

定
着
～
必
要
な
支
援
と
ス
テ

ッ
プ
～ 

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
ビ
ル
ド
神
保

町 

施
設
長 

柴
田
泰
臣
氏 

１１
月
１１
日
（
火
）
１０
：
００
～

１３
：
００ 

於
：
三
鷹
産
業
プ

ラ
ザ
７
階 

７
０
４
会
議
室 

定
員
２０
名 

オ
ン
ラ
イ
ン

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）
期

間
（
予
定
）：
１２
月
９
日
（
火
）

令
和
７
年
１０
月
１７
日（
金
）

星
陵
会
館
に
於
い
て
公
益
財

団
法
人
古
紙
再
生
促
進
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
紙
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
も
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
録
画
配
信
も

行
わ
れ
、
私
は
録
画
配
信
を

視
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。日

本
経
済
新
聞
の
杉
本
氏

の
講
演
で
は
、
自
身
の
取
材

し
た
経
験
か
ら
ゴ
ミ
処
理
の

現
状
を
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
後
予

測
さ
れ
る
最
終
処
分
場
の
限

界
を
踏
ま
え
て
、
ゴ
ミ
を
減

～
１
月
１６
日
（
金
）。

・
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー 

講

師
：
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

大
西
綾
子
氏 

１１
月
５
日

（
水
）
１４
：
００
～
１６
：
００　

於
：

東
京
都
中
小
企
業
会
館
９

階
。【

そ
の
他
】

▽
公
益
財
団
法
人 

古
紙
再

生
促
進
セ
ン
タ
ー

・
１０
月
１７
日
（
金
）
１３
：
３０

～　

紙
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ミ
ナ

ー　

於
：
星
稜
会
館

動
画
配
信
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
）：
録
画
を
１０
月
２０
日（
月
）

か
ら
２
週
間　

視
聴
申
込
不

要
。

・
東
京
都
火
災
共
済
協
同
組

合　

代
理
所
研
修
会　

１０
月

２
日
（
木
）
終
了　

出
席
：

事
務
局
（
中
田
）。

・
北
区
エ
コ
ー
広
場
館 

イ

ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
（
指
定

管
理
業
務
：
北
区
リ
サ
イ
ク

ラ
ー
事
業
協
同
組
合
）

●
１０
月
２４
日
（
金
）
１４
：
００

～
１５
：
３０　

食
品
ロ
ス
削
減

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
『
今
日
か

ら
、
で
き
る
こ
と
。』 

於
：

北
と
ぴ
あ 

出
席
予
定
：
事

務
局
（
中
田
、吉
川
（
由
））。

●
１０
月
２４
～
２５
日（
金
～
土
）

～
１０
：
００
～
１６
：
００ 

作
品

展
示
会
『
あ
た
ら
し
く
、
う

ま
れ
か
わ
る
』　

於
：
北
と

ぴ
あ 
地
下
１
階
展
示
ホ
ー

ル
。

・
一
般
社
団
法
人 

機
密
情

報
抹
消
事
業
者
協
会 

機
密

抹
消
国
際
セ
ミ
ナ
ー 

２
２

０
名
先
着
順

１１
月
１１
日
（
火
）
１１
：
３０
～

１７
：
２０ 

於
：
品
川
ザ
・
グ

ラ
ン
ド
ホ
ー
ル 

申
込
締

切
：
１１
月
５
日
（
水
）。

・
東
京
都
産
業
労
働
局
商
工

部 

令
和
７
年
度
団
体
情
報

連
絡
会 

「
イ
ン
フ
レ
時
代

の
価
格
交
渉
術
」
１１
月
１４
日

（
金
）
１４
：
００
～
１５
：
００
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
） 

出
席
予
定
：
事

務
局
（
中
田
、吉
川
（
由
））。

【
福
田
副
理
事
長
〆
の
挨
拶
】

こ
れ
か
ら
予
算
要
望
の
時

期
に
な
り
ま
す
の
で
、
き
ち

ん
と
要
望
し
て
予
算
を
勝
ち

取
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

量
す
る
た
め
に
各
自
治
体
で

ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
の
か
を
具
体
的
な
事
例

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
鹿
児
島
県
大

崎
町
で
の
２８
品
目
へ
の
分
別

の
取
組
が
興
味
深
く
、
分
別

さ
れ
た
資
源
の
売
却
益
を
地

域
の
子
供
た
ち
の
奨
学
金
に

充
て
る
こ
と
で
、
住
民
の

方
々
が
地
域
の
為
に
分
別
を

し
よ
う
と
い
う
意
識
づ
け
が

上
手
に
で
き
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
次
の
山
谷
氏
の
話

は
、
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
よ
っ

て
ゴ
ミ
減
量
に
ど
の
く
ら
い

効
果
が
あ
る
の
か
と
い
う
話

で
し
た
。
有
料
ゴ
ミ
袋
の
価

格
に
よ
っ
て
減
量
率
が
変
わ

る
と
い
う
内
容
も
と
て
も
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。
現
在

東
京
の
市
部
で
も
有
料
化
の

取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今

後
２３
区
も
有
料
化
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
も
考
え
る

と
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
最
後
の
中
道
氏
の
講
演

は
世
界
の
製
紙
原
料
の
動
向

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
ゴ
ミ
の
減
量
を

進
め
る
こ
と
を
い
か
に
住
民

の
方
に
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
捉
え
て
も
ら
え
る
の
か
が

今
後
の
課
題
で
、
そ
れ
が
古

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
い
う
こ
と
が
理
解

で
き
た
講
演
会
で
し
た
。�

�

（
Ｎ
）

◇

講
演
内
容

Ⅰ
「
自
治
体
の
抱
え
る
ご

み
処
理
問
題
解
決
に
向
け
て

求
め
ら
れ
る
知
恵
」

講
師
：
日
本
経
済
新
聞
社

　

杉
本
耕
太
郎
氏

Ⅱ
「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
実

現
に
向
け
て
ー
減
量
化
の
出

発
点
「
自
分
ご
と
化
」
を
考

え
る
」

講
師
：
東
洋
大
学
名
誉
教

授　

山
谷
修
作
氏

Ⅲ
「
激
動
の
国
際
環
境
下

に
お
け
る
製
紙
原
料
ビ
ジ
ネ

ス
の
行
方
と
日
本
の
進
路
」

講
師
：
国
際
紙
パ
ル
プ
商

事
株
式
会
社
上
席
執
行
役
員

　

中
道
徹
氏

10
月
度
理
事
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

紙
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
録
画
配
信
も
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令
和
７
年
１１
月
２０
日（
木
）

に
令
和
８
年
度
各
種
団
体
か

ら
の
東
京
都
予
算
に
対
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
東
資
協
か
ら
は
、
武
田

理
事
長
、
上
村
副
理
事
長
、

林
副
理
事
長
、
福
田
副
理
事

長
、
村
瀬
会
計
理
事
、
仲
條

広
報
委
員
長
、土
井
部
会
長
、

吉
浦
青
年
部
長
と
事
務
局
２

名
が
出
席
し
、
小
池
百
合
子

東
京
都
知
事
に
対
し
て
直
接

要
望
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
。ヒ
ア
リ
ン
グ
の
様
子
は
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
【
公
式
】

東
京
都
財
務
局
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
て
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
一
度
拝
見
く
だ
さ

い
。◆

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
取
が

上
手
く
で
き

な
い
場
合
は

東
資
協
は
３５

分
３０
秒
～

１０
月
３０
日
（
木
）
に
自
民

党
本
部
に
て
令
和
８
年
度
国

家
予
算
・
税
制
改
革
等
要
望

聴
取
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
の
要
望
で
は
資
源
回

収
業
者
に
対
す
る
各
種
支
援

の
拡
大
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
対
す
る

支
援
の
拡
充
、
公
共
施
設
等

の
資
源
回
収
業
務
に

お
け
る
東
資
協
の
活

用
に
つ
い
て
の
要
望

を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
本
年
度
は

特
に
古
紙
の
持
ち
去

り
や
金
属
ス
ク
ラ
ッ

プ
盗
難
被
害
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

に
よ
る
塵
芥
車
や
ヤ

ー
ド
火
災
の
補
償
、

回
収
時
の
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

応
に
つ
い
て
支
援
・

協
力
を
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

※
要
望
書
を
別
掲

い
た
し
ま
す
。

要 望 事 項
１．エッセンシャルワーカーとしての資源回収業

者に対する支援、育成について

～熱中症予防対策、燃料・人件費等高騰対策、車

両備品の環境対応、安全運転管理システムに対する

支援が必要である～

資源回収業務は、「生活の維持に不可欠なエッセ

ンシャルワーク」であり、近年相次ぐ気候変動によ

る猛暑の中にあっても、日々休むことなく熱中症対

策をしながら回収業務を続けてきた。最近では、世

界情勢不安による燃料資材価格の高騰、２０２４年

問題や運転免許区分による中型車が運転可能な人員

の不足と人件費の高騰、部品調達難による車両や重

機の入手が困難な状況など、急激な社会情勢の変化

にあっても、年度当初の契約の中で各組合員経営努

力をしながら雇用を確保し、必要な車両設備を揃え、

業務に当たっている。

また近年、リチウムイオン電池などの混入による

塵芥車の火災事故が増えているが、古紙を回収して

いる塵芥車や古紙問屋においても火災事案が発生し

ている。このような責任と負担の増加は、回収業者

の経営の不安定化を招いている。そして、近年の地

価の高騰は、日本で一番地価の高い東京都内で事業

を続けている資源回収業者にとって、駐車場や選別

加工場所を確保する上で大きな負担となっている。

一方、古紙、古布、金属類、びん・カレットなど

の資源物の循環は、全世界に亘る国際的な流通によ

り成り立っているが、ロシアによるウクライナ侵攻、

イスラエルによるガザ侵攻、紅海でのフーシ派によ

る海賊行為といった国際的な政情不安により、国内

外の資源物の市況は乱高下を繰り返し、需給バラン

スが崩れやすい状態であり、この先も出口が見えず

不安定感を増す状況となっている。また、資源物及

び廃棄物全般の発生量減少は売り上げの減少につな

がるだけでなく、古紙の持ち去り被害や、金属スク

ラップの相場の高騰による盗難被害にもつながって

いる。古布に関しては、主要な輸出先が限られる上、

輸入国の政策や経済状況に左右される状況である。

単価契約においては、回収量や市況に左右され、十

分な回収コストを確保できないことも多い。そして、

令和 5年には公正取引員会から労務費の適切な転嫁

のための価格交渉に関する指針が出されているが、

資源回収業務においては、十分な転嫁が出来ていな

い状況にある。

（要望内容）

エッセンシャルワーカーである資源回収業者が安

心して業務を維持継続できるよう、あらゆる側面で

回収業者に支援をされたい。

具体的には、持続可能な資源循環型社会の形成、

維持を目指し、今後も起こりうる緊急事態による国

際市況の変化に対応し、安定した資源リサイクルシ

ステムを確保するための市況の安定化対策と経営支

援、現場のニーズに即した熱中症予防対策、燃料資

材・人件費等の高騰に対する支援及び対策、免許区

分の限定解除等の費用補助など人材確保・育成のた

めの支援、固定資産税の減免措置、車両備品の環境

対応や購入支援、安全運転支援システムの導入に関

する助成と塵芥車やヤード火災に対する補償を要望

する。また、労務費及び車両経費等の価格転嫁につ

いて、法令及び政策的な指導をお願いしたい。

２．可燃ごみに含まれるリサイクル可能な古紙や

紙製容器包装類の分別回収に係る経費への支援と、

古紙の分別に関する啓発活動への協力依頼について

また更なるごみの減量を目指して、可燃ごみに混

入しているリサイクル可能な紙製品（雑がみ）の回

収促進、紙製容器包装の回収とリサイクルに向けた

取り組みを各地で進めている。発生が減る古紙の回

収増が見込まれる反面、回収経費の増加、禁忌品の

混入増加による選別作業の手間とコスト増を余儀な

くされる。近年、素材の多様化に伴い、ストーンペ

ーパーや古紙を配合した複合素材など、様々な新素

材が環境にやさしいことを訴えて開発されている

が、既存のリサイクルルートに乗せることが困難で

あるだけでなく、禁忌品としてリサイクルの阻害要

因にもなっている。

また、選別コストを上乗せするにも、可燃ごみと

しての焼却コストを越えてしまうと、都民や客先へ

の分別をお願いできなくなり、かえってごみ化を促

進しかねない。

雑がみの回収促進、紙製容器包装の回収及び再資

源化に必要な回収経費、選別経費をご支援いただく

とともに、昇華転写紙、感熱発泡紙、線香の箱など

臭いのきつい紙、ロウ引きされた紙など、再生紙製

品への影響の大きい禁忌品や先述の新素材などの分

別強化に関する啓発活動への協力が不可欠である。

（要望内容）

可燃ごみに混入しているリサイクル可能な古紙の

分別回収の促進の取り組み、紙製容器包装の回収シ

ステム確立に向けた取り組みと回収及び選別に係る

コストへの支援及び禁忌品の分別啓発の取り組みに

関する協力を要望する。

３．東京都資源回収事業協同組合の活用について

～国の公共施設等における資源回収業務に当組合

を活用されたい～

当組合は都内全域 150 弱の資源回収業者で組織

する事業協同組合であり、都内全域で各自治体や地

域住民と共に資源回収システムを構築・運用してお

り、東京都産業労働局より「recycle&TOKYO」の

ロゴの使用許諾を頂いている唯一の団体である。

東京都の資源回収は、分別回収を基本としたリサ

イクルシステムであり、排出者・回収業者それぞれ

が経済的合理性や利便性にとらわれず、互いに協力

し合い成り立っている。江戸時代から続くリサイク

ルの心を具現化したものであり、2020TOKYO オ

リンピック・パラリンピック競技大会の各開催施設

においても、分別回収に対する都の姿勢を示すべく、

資源回収事業に参加させて頂いた。本年行われてい

る東京 2025 世界陸上の関連施設における資源物回

収委託も契約を済ませたところである。

（要望内容）

今や世界基準となっている「持続可能な開発目標

（ＳＤＧｓ）」の「つくる責任つかう責任」に対する

国の姿勢と取り組みはさらに重要なものとなるた

め、国の公共施設等における資源回収業務や、今後

開催される大規模イベントにおける資源回収業務に

おいて、実務及び窓口業務を担うことの出来る当組

合を活用されたい。

団体名　東京都資源回収事業協同組合

各
種
支
援
の
拡
大
な
ど
要
望

都
知
事
へ
直
接
要
望
伝
え
る

国
家
予
算
・
税
制
改
革
に
対
す
る
要
望
書

東
京
都
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
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１０
月
２９
、
３０
日
と
毎
年
恒

例
の
中
央
会
主
催
「
組
合
祭

り
」
～
技
と
食
の
祭
典
～
が

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て

開
催
さ
れ
、
私
は
２９
日
に
お

手
伝
い
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
の
通
り
全
国
か
ら
特
産
品

や
展
示
品
、
技
術
の
お
披
露

目
な
ど
を
各
組
合
の
方
々
に

出
展
・
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

朝
か
ら
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
私
の
役
割
は
中
央

会
青
年
部
の
主
催
ブ
ー
ス
に

て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
や
っ

て
い
る
来
場
者
の
案
内
係
で

し
た
。
そ
こ
ま
で
大
変
な
業

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
私
の
い
た
時
間
帯
は
ス

タ
ッ
フ
が
あ
ま
り
お
ら
ず
、

寂
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
あ
る
程
度
人
数
が
揃
っ

て
き
た
ら
場
内
探
索
に
回
り

日
本
酒
の
試
飲
を
し
な
が
ら

干
し
芋
組
合
の
ブ
ー
ス
で
家

族
に
お
土
産
用
の
干
し
芋
を

購
入
し
た
り
、
お
つ
ま
み
に

な
り
そ
う
な
も
の
を
試
食
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
鍼
灸
組

合
の
ブ
ー
ス
で
は
肩
こ
り
を

ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ
た
り
会
場

内
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

各
組
合
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

で
は
芸
人
の
ダ
イ
ノ
ジ
さ
ん

が
司
会
を
務
め
、
会
場
を
盛

り
上
げ
る
話
術
は
さ
す
が
だ

な
と
思
い
な
が
ら
大
い
に
楽

し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
が
参
加
し
た
の
は
初
日
だ

け
で
し
た
が
、
中
々
味
わ
う

こ
と
の
出
来
な
い
発
見
と
感

動
を
も
ら
い
無
事
役
目
を
終

え
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
参
加
し
東
資

協
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
も
た

く
さ
ん
来
場
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

�

（
O
）

北
区
エ
コ
ー
広
場
館
主
催

（
指
定
管
理
業
務
：
北
区
リ

サ
イ
ク
ラ
ー
事
業
協
同
組

合
）食

品
ロ
ス
削
減
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
今
日
か
ら
、
で
き
る

こ
と
。』
令
和
７
年
１０
月
２４

日
（
金
）

１４
：
００
～　

於
：
北
と
ぴ

あ
（
東
京
都
北
区
王
子
）

賞
味
期
限
切
れ
の
食
品
が

廃
棄
さ
れ
る
の
を
見
た
子
ど

も
の
「
な
ん
で
食
べ
ら
れ
る

の
に
捨
て
ち
ゃ
う
の
？
」
と

い
う
一
言
が
発
端
と
な
り
、

食
品
ロ
ス
削
減
の
実
践
・
習

慣
化
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
と
い
う
思
い
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

消
費
者
庁
消
費
者
教
育
推

進
課
係
長　

橋
本
浩
子
様
、

株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
部

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

大
塚
由
美

子
様
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株

式
会
社
南
関
東
カ
ン
パ
ニ
ー

東
東
京
事
業
部
イ
オ
ン
ス
タ

イ
ル
赤
羽
店
長　

山
本
洋
一

様
、
管
理
栄
養
士
（
エ
コ
ー

広
場
館
講
師
）
石
塚
理
子
様

が
登
壇
し
、
国
や
企
業
の
食

品
ロ
ス
削
減
等
の
取
り
組
み

や
、
家
庭
で
出
来
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
を
調

べ
て
み
る
と
未
利
用
品
（
未

開
封
品
）
が
沢
山
で
て
く
る

そ
う
で
す
。
未
利
用
品
を
含

む
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に

家
庭
で
出
来
る
こ
と
と
し
て

・
消
費
期
限
と
賞
味
期
限

の
違
い
を
き
ち
ん
と
理
解
す

る
。・

食
育
啓
発
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
食
べ
残
し
が
減
る
効
果
が

あ
る
。

・
商
品
の
陳
列
方
法
で
賞

味
期
限
の
近
い
商
品
を
手
前

に
置
い
て
手
前
か
ら
取
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
企

業
と
、
す
ぐ
に
消
費
す
る
か

ど
う
か
で
選
べ
る
よ
う
賞
味

期
限
の
近
い
商
品
を
左
側
に

置
く
左
手
前
寄
せ
右
陳
列
の

企
業
が
あ
り
、
上
手
に
利
用

す
る
。

・
店
舗
で
、
家
庭
の
使
用

済
み
食
用
油
や
食
べ
き
れ
な

い
食
品
を
回
収
し
て
い
る
。

・
食
品
を
購
入
す
る
時
、

家
族
構
成
や
調
理
方
法
に
合

わ
せ
、
野
菜
丸
ご
と
、
カ
ッ

ト
野
菜
、
お
惣
菜
な
ど
必
要

な
分
だ
け
購
入
す
る
。

・
す
ぐ
に
使
用
し
な
い
野

菜
を
冷
蔵
庫
の
適
温
室
で
長

持
ち
さ
せ
る
保
存
方
法
や
残

っ
た
料
理
・
食
材
の
ア
レ
ン

ジ
レ
シ
ピ
を
知
り
、
食
べ
残

さ
な
い
工
夫
が
で
き
る
―
な

ど
。今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

食
品
ロ
ス
削
減
の
様
々
な
取

り
組
み
が
ど
こ
で
行
わ
れ
て

い
る
か
知
ら
ず
、
活
用
で
き

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
知
る
努
力
も
必
要
で
す

が
、
発
信
す
る
努
力
も
食
品

ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
地
下
１
階
展
示
ホ

ー
ル
で
は
、２４
日（
金
）、２５
日

（
土
） 「
あ
た
ら
し
く
、
う
ま

れ
か
わ
る
」
北
区
エ
コ
ー
広

場
館　

作
品
展
示
会
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

余
り
布
で
帽
子
づ
く
り
、

余
り
毛
糸
で
あ
み
も

の
、
無
駄
に
し
な
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
直

線
服
、
絵
手
紙
な
ど

の
展
示
や
、
さ
き
布

織
り
、
紙
す
き
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。
リ
サ

イ
ク
ル
工
房
講
師
と

受
講
生
に
よ
る
「
も

っ
た
い
な
い
」
か
ら

う
ま
れ
た
と
て
も
素

敵
な
作
品
が
た
く
さ

ん
展
示
さ
れ
て
お

り
、
工
房
に
行
っ
て

み
た
く
な
り
ま
し
た
。

官
公
需
適
格
組
合
と

し
て
の
組
合
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

私
の
地
元
の
東
多
摩

再
資
源
化
事
業
協
同
組

合
は
、
平
成
十
七
年
に

関
東
経
済
産
業
局
管
轄

下
で
第
一
号
と
な
る
官

公
需
適
格
組
合
の
認
証

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

官
公
需
適
格
組
合
と

は
、
中
小
企
業
が
単
独

で
は
受
注
が
難
し
い
大

規
模
な
官
公
需
を
共
同

で
受
注
で
き
る
よ
う
に

し
、
受
注
機
会
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
た
制
度
で
、
国

や
自
治
体
か
ら
の
公
共

事
業
（
官
公
需
）
の
共

同
受
注
に
意
欲
的
で
、

責
任
を
も
っ
て
契
約
を

履
行
で
き
る
体
制
が
整

っ
た
事
業
協
同
組
合
を

中
小
企
業
庁
（
各
地
方

経
済
産
業
局
）
が
証
明

す
る
も
の
で
す
。
こ
の

制
度
の
主
な
メ
リ
ッ
ト

は
、
入
札
参
加
資
格
審

査
で
組
合
の
業
績
と
組

合
員
の
業
績
を
合
算
で

き
、
単
独
で
は
参
加
が

難
し
い
大
規
模
案
件
に

も
上
位
等
級
で
参
加
可

能
に
な
る
点
に
あ
り
、

中
小
企
業
の
受
注
機
会

拡
大
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

東
京
都
中
小
企
業
団

体
中
央
会
が
官
公
需
確

保
地
方
推
進
協
議
会
で

当
組
合
の
事
例
発
表
を

し
て
頂
い
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、新
潟
県（
６

月
）、埼
玉
県
（
７
月
）、

千
葉
県
（
９
月
）
の
中

央
会
か
ら
ご
依
頼
を
頂

き
、
官
公
需
適
格
組
合

と
し
て
の
当
組
合
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

委
託
業
務
に
関
す
る

安
全
と
品
質
向
上
を
目

指
し
て
、
車
両
の
整
備

や
回
収
作
業
員
へ
の
指

導
教
育
の
実
施
、
内
部

検
査
制
度
と
し
て
の
共

同
受
注
検
査
の
実
施
を

始
め
、
当
組
合
の
業
務

に
対
す
る
姿
勢
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

官
公
需
適
格
組
合
の
課

題
に
つ
い
て
も
説
明

し
、
官
公
需
適
格
組
合

に
つ
い
て
行
政
機
関
の

認
識
が
未
だ
薄
い
こ

と
、
官
公
需
に
つ
い
て

の
中
小
企
業
者
の
受
注

の
確
保
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
い
て
国
等
が
中

小
企
業
の
受
注
機
会
を

増
や
し
て
い
る
も
の

の
、
う
ち
官
公
需
適
格

組
合
の
受
注
割
合
が
１

％
に
満
た
な
い
こ
と
な

ど
で
す
。
官
公
需
適
格

組
合
を
取
得
し
て
い
る

組
合
も
、
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
加
盟
組

合
の
３
％
程
度
で
あ
る

こ
と
も
認
知
が
進
ま
な

い
原
因
と
考
え
て
い
ま

す
。当

組
合
で
は
、
昨
年

末
官
公
需
適
格
組
合
の

更
新
を
完
了
し
ま
し
た

が
、
年
々
審
査
が
厳
し

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
厳
し
い
審
査

を
受
け
、
委
託
業
務
に

関
し
て
完
全
履
行
で
き

る
受
け
皿
が
あ
り
、
内

部
検
査
制
度
を
通
じ
て

品
質
管
理
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
る
官
公
需

適
格
組
合
に
、
特
に
地

域
に
密
着
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
る
事
業
協
同

組
合
を
も
っ
と
活
用
し

て
頂
け
る
よ
う
、
今
後

も
活
動
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｔ
Ｋ
Ｏ
）

「
組
合
祭
り
」～
技
と
食
の
祭
典
～
開
催

全
国
か
ら
特
産
品
な
ど
が
集
結

知る努力と発信する努力

なんで捨てちゃうの？
食品ロス削減シンポジウム

官公需適格組合の
取り組みを説明

古着受け入れます。
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１１
月
２０
日
、
毎
年
恒
例
の

東
京
協
組
青
年
部
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
に
続
き
関
東
商
組
か
ら
三

紙
会
さ
ん
も
参
加
し
て
頂

き
、
東
京
協
組
青
年
部
が
幹

事
の
元
、
上
野
の
バ
ン
ブ
ー

ガ
ー
デ
ン
内
に
あ
る
過
門
香

に
て
東
資
協
青
年
部
８
名
、

東
京
協
組
青
年
部
１０
名
、
三

紙
会
４
名
と
計
２２
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

各
組
合
の
活
動
報
告
や

個
々
の
会
社
の
話
な
ど
普
段

会
わ
な
い
方
や
初
め
て
会
う

方
な
ど
と
話
を
し
な
が
ら
会

場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

三
紙
会
は
組
合
員
の
若
返

り
、
東
京
協
組
・
東
資
協
は

青
年
部
員
の
獲
得
を
目
標
に

と
組
合
で
も
会
社
で
も
若
手

の
獲
得
に
頭
を
悩

ま
せ
て
い
る
様
子

で
し
た
。
会
社
で

も
組
合
で
も
多
忙

を
極
め
る
皆
さ
ん

だ
け
に
少
し
で
も

そ
ん
な
苦
労
を
忘

れ
さ
せ
る
時
間
が

必
要
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
繁
忙

期
に
入
っ
て
い
き

ま
す
が
、
お
体
だ

け
は
大
事
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
次
回
は
三
紙

会
さ
ん
が
幹
事
を

務
め
て
頂
く
の
で

ま
た
来
年
、
楽
し
み
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

（
O
）

１１
月
２６
日
我
々
青
年
部
は

今
年
度
初
め
て
の
講
師
を
招

い
て
の
勉
強
会
を
東
資
協
本

１０
月
２５
日
千
葉
県
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
連

合
会
（
千
葉
県
連
）
青
年
部

千
和
会
の
皆
さ
ん
の
主
催
の

元
、
千
葉
県
千
葉
市
に
あ
る

京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
で

関
資
連
青
年
部
千
葉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は

千
葉
県
連
青
年
部
千
和
会
金

井
部
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
関
東
資
源
回
収
組
合
連

合
会
（
関
資
連
）
青
年
部
星

野
部
長
の
挨
拶
と
理
路
整
然

と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
進
行

し
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た

開
催
地
が
地

元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お

忙
し
い
中
日
資
連
飯
田
会
長

が
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
あ

り
が
た
い
お
話
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
和
や
か
な
ム
ー

ド
の
中
、
皆
思
い
思
い
に
普

段
あ
ま
り
会
う
こ
と
が
な
い

メ
ン
バ
ー
と
和
気
藹
々
と
親

交
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
い

つ
も
は
あ
ま
り
聞
け
な
い
よ

う
な
他
県
の
話
な
ど
を
聞

き
、
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
大
会
の
重
要
性
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

�

（
S
）

部
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

講
師
の
先
生
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
総
フ
ォ
ロ
ワ
ー
５０
万
人
以

上
、
大
人
気
Y
ｏ
ｕ
T
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
令
和
の
虎
に

も
出
演
す
る
、
株
式
会
社
Ｅ

Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｖ
Ａ
代
表
取
締
役
榊

原
清
一
氏
を
お
招
き
し
ま
し

た
。榊

原
氏
の
会
社
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｌ

Ｖ
Ａ
は
企
業
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
の
運
営
代
行
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
企
画
す
る
会
社
で
あ

り
、
多
く
の
企
業
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
秀
で
て
い

て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
榊
原
氏
に
昨
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

事
情
と
、
我
々
の
よ
う
な
中

小
企
業
が
ど
の
よ
う
に
こ
れ

か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
始
め
て
い

き
、
そ
し
て
活
用
し
知
名
度

を
上
げ
て
い
く
べ
き
か
な
ど

を
、
ｔ
ｉ
ｋ
ｔ
ｏ
ｋ
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
、
Ｘ
の
４
つ
の
主
要
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
長
所
と
短
所
を
通

し
な
が
ら
解
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
い
う
も
の
を

ほ
と
ん
ど
活
用

し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
私

に
も
解
り
や
す

く
、
こ
こ
何
年

か
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
の
移
り

替
わ
り
と
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
が
ど
の
よ

う
に
社
会
に
溶

け
込
み
我
々
の

生
活
の
一
部
と

な
り
、
重
要
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

占
め
て
い
る
か
グ
ラ
フ
な
ど

を
通
し
な
が
ら
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
私
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
１０
代
か
ら
２０
代
ぐ
ら

い
の
若
い
層
が
中
心
と
し
た

も
の
だ
と
い
う
解
釈
が
あ
り

ま
し
た
が
榊
原
氏
の
講
義
を

聞
き
そ
の
解
釈
が
誤
り
で
あ

る
と
認
識
し
ま
し
た
。
私
よ

り
も
い
く
つ
も
年
上
の
５０
代

ぐ
ら
い
の
、
会
社
を
運
営
し

て
い
る
人
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

話
題
に
な
り
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
を
増
や
し
結
果
的
に
会
社

の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
に

成
功
す
る
、
と
い
う
事
例
を

い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
講
義
を
通
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
重
要
性
、
新
た
な
も

の
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
年
齢

は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
運
用
す
る
こ
と
は

決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な

く
、
色
々
な
試
行
錯
誤
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
講
義
を
受
講
し
、

会
社
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
の

足
掛
か
り
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
S
）

関
資
連
青
年
部
千
葉
大
会
を
開
催

日
資
連
飯
田
理
事
長
が
駆
け
つ
け

合
同
交
流
会
が
盛
況
に

東
資
協
青
年
部
・
東
京
協
組
・
三
紙
会

ＳＮＳ運用の勉強会
主要４つの長所と短所学ぶ

ＥＭＯＬＶＡ
代 表 取 締 役 榊原清一氏を招き
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【
異
動
】

▽
訃
報

東
資
協
監
事

練
馬
支
部　

株
式
会
社
市
川

商
店 

代
表
取
締
役 

市
川

哲
也
様 

ご
母
堂
市
川
孝
子

様 

９
月
３
日
ご
逝
去 

享

年
８８
歳

八
王
子
支
部　

有
限
会
社
吉

田
商
店 

社
長 

吉
田
英
徳

様 

ご
尊
父 

会
長 

吉
田

勝
紀
様 

９
月
１８
日
ご
逝
去 

享
年
８２
歳

▽
脱
退

大
田
支
部　

株
式
会
社 

宮

崎杉
並
支
部　

有
限
会
社 

エ

ン
ダ
ー

皆様の日々の回収作業や生活の中にあるリサイクルの一コマを写
真にして資源界報に掲載してみませんか。ほっこりする写真や思わ
ず笑ってしまう写真、もちろん真面目な写真も大歓迎です。皆様か
ら送っていただいた写真は広報委員で選考させていただき、第６０
４号の紙面にて掲載させていただきます。優秀賞には東資協オリジ
ナルＱＵＯカードを贈呈しますので、どしどしご応募してください。

写真データ、写真のタイトル、お名前またはニックネーム、ＱＵ
Ｏカードの送付先の住所、氏名を明記の上、東資協事務局（info@
toushikyo.or.jp）までメールでお寄せください。

編
集
後
記

年
末
号
！
あ
っ
と
い

う
間
に
今
年
も
終
わ
り

ま
す
。
一
年
っ
て
早
い

な
ー
と
思
い
ま
す
よ

ね
。
歳
を
重
ね
る
と
時

が
経
つ
の
が
早
く
感
じ

る
と
言
い
ま
す
が
、
時

間
は
老
若
男
女
平
等
に

過
ぎ
ま
す
。
時
間
が
早

く
感
じ
る
の
は
経
験
値

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
歳
を
重
ね
て
も
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
、
初
め
て
の
経
験
や

感
情
に
と
き
め
き
続
け

れ
ば
、
歳
を
と
っ
て
も

人
生
を
有
意
義
に
過
ご

せ
る
の
で
な
い
で
し
ょ

う
か
。
皆
様
が
幸
せ
な

時
間
を
来
年
も
過
ご
せ

る
よ
う
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

世
田
谷　

土
井
宏
信

東資協
リサイクル
写真コンテスト

東資協　令和７年12月、
令和８年１月の行事予定

12月５日（金） 青年部忘年移動
部会

１２日（金）理事会

２３日（火）広報委員会業務委員会
１月１２日（金）理事会

２７日（火）広報委員会業務委員会
※青年部部会は未定

令和８年５月 １６ 日（土）  15:30 ～通常総会

　　　　　　　　　　17:30 ～懇親会　

於：東京ガーデンパレス

＊ＪＲ中央・総武線 「御茶ノ水駅」聖橋口 徒歩５分

＊東京メトロ

・千代田線　「新御茶ノ水駅」徒歩５分

・丸ノ内線　「御茶ノ水駅」徒歩５分

・銀座線　「末広町駅」徒歩８分

東資協 令和８年 第77回
通常総会・懇親会

古紙３品目他の標準売値

品目 標準売値 集団回収
標準仕切価格

新聞 ６～１１ ＊
雑誌 ２～５ ＊

段ボール ５～８ ＊
古繊維 １～６ ＊
びん ー ＊

アルミ缶（ばら） １１０～１５０ ＊～０
※助成金または逆有償が必要です

（※古紙三品目の標準売値は2025年10月28日時点での値です。）

11 月 14 日発表
（￥／㎏）


